
平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）①
	通 告
月 日
	８・２２
	通  告  者  名
	二村　良子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　豊川市民病院の改革プランは

私たちは、公立病院の経営状態、医師不足の問題、地域医療の崩壊、産婦人科、小児科医療、救急医療体制、勤務医の激務、看護師不足など、病院を取り巻くニュースを毎日のように見聞きしている。豊川市も年度内に改革プランの策定をするという。次の点を伺いたい。

（１）　豊川市民病院は、現在、地方公営企業法の一部適用です。

　　　　高度に専門的な病院経営は、業務をよく把握した事業管理者がすべての権限を掌握し、経営に専念できる全部適用の形態に変える時期に来ていると思うがどうか。

（２）　東三河医療圏の病病連携はどうなるのか。調査資料によると、１７年度と　１８年度では、新城以北からの患者の利用数が入院、外来ともに倍近くの伸び率である。

（３）　採算ラインのベッド数が５００床とよく言われているが、豊川市民病院の増床は可能かどうか。

（４）　診療形態の中で、初診者を総合医が診察してから専門の診療科に誘導すると医師も患者も負担減になる。また、看護師の在宅支援部門の設置で、病院の負担減と患者の満足度が上がるという内容をテレビや本で知った。経営面の改善に役立つと思うが、どのように考えられるか。

（５）　県内では経営状況が良く、市民にも信頼されている病院だが、医業収益に比較して医業費用の方が多いなど、経営の効率化が求められるところがある。数値目標の計画はあるか。




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）②
	通 告
月 日
	８・２２
	通  告  者  名
	米　谷　俊　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　　旨
	１　姫街道のアンダーと豊川駅東土地区画整理事業について

姫街道のアンダー計画については、ＪＲ飯田線・名鉄線を境に東側は、豊川駅東土地区画整理事業の中に、道路拡幅が考えられた整備が進んでいますが、西側は、過去に地元説明がされてから、既に１０年余りも経過しております。これまで、野口・市田工区の整備完了の目途が立ってから、このアンダーパス事業に取り掛かるとお聞きしています。

また、豊川駅東土地区画整理事業の当初事業計画では平成２２年が完了期間でありましたが、本年２月に８年間、期間延伸し、財源を見直す中で、事業の完了予定を平成３０年３月とされました。その変更内容は、事業期間を見直し、新たに「まちづくり交付金」２期分を確保するなどし、事業の早期完了に向けて最善を尽くしていかれるとのことでした。そこで、次の点についてお伺いします。

（１）　姫街道のアンダー計画の状況と今後の見通しについて

（２）　豊川駅東土地区画整理事業について

①　豊川駅東土地区画整理事業の進捗状況と今後の見通し

②　古宿町地内の１号調整池の緑地整備

２　本市の観光事業について

本市は今年度、観光協会事務局長を民間から公募し、新しい観光協会事務局長が誕生しました。今までとは違う豊川市の観光行政に、新しい風を吹きこんでいただけるものと期待いたしております。そこで、次の点についてお伺いいたします。

（１）　今回、公募で観光協会事務局長が採用されましたが、その経緯

（２）　観光協会の補助金と観光協会の調査費の内容

（３）　合併の中での観光ポスターのあり方

（４）　三明寺を観光スポットとして、どのように考えておられるか　

　　　


平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）③
	通 告
月 日
	８・２２
	通  告  者  名
	石　原　政　明

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	市長は、マニフェスト工程計画、４つの約束、５つのまちづくりについて、３９項目に及ぶ事業を、この任期４年間の遂行事業として１６万市民に掲げ、６ヶ月余りが過ぎようとしております。そこで、下記の各事業についての進捗状況をお伺いします。

１　健康で安全安心なまちづくり
（１）　利用者に優しい市民病院の建設について

　　　　豊川市誕生来、もっとも大きな事業である事の認識のもと、１６万人市民のみならず地域医療としての責任からも、市民の負託に答えるべき病院建設に向けての現状を伺います。

２　快適で活力あふれるまちづくり

　
（１）　農業基盤確立の支援について

農業の危機的状況の中、産地間競争を高め、農産物のブランド化を進めるために、これまで何をしてきたかを伺います。

（２）　市観光協会への支援拡大について

　　　　昨年１月に観光立国推進基本法ができ、本年１０月には観光庁が発足することとなり、観光振興が大変重要な課題となってきています。本市観光協会への支援の状況と観光振興に対する考え方を伺います。




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）④
	通 告
月 日
	８・２２
	通  告  者  名
	小　林　洋　一

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　旧町営住宅の改築計画について

現在、豊川市には２６団地１，１９１戸の市営住宅がありますが、この中で、今年１月の合併により、旧御津町及び旧音羽町から、７団地１７８戸の旧町営住宅を引き継ぎ、管理しております。

その内訳は、築５５年から築４８年を経過した、木造平屋住宅が７５戸と、築４２年から築３８年を経過した、簡易耐火コンクリートブロック造平屋建ての住宅が１０３戸であり、それらが使用している土地は、合計で約２７，０００㎡であります。

これらの住宅は、全て耐用年数を過ぎており、老朽化が進んでいますので、耐震性もなく、景観も悪く、維持管理費もかなりかかっております。

また、この旧町営住宅の入居者は、高齢者や低所得者が多く、異動も少ないと聞いております。

これに対して、旧豊川市内の住宅は、全て鉄骨コンクリート造の４階から６階建てとなっており、旧町営住宅とはかなりの格差があると思われます。

また、旧御津町の日暮住宅については、隣接する御津川の河川改修が計画されており、一部の住宅の取り壊しが必要となる可能性があると聞いております。

そこで、次の点についてお伺いします。
　　

　（１）　旧町営住宅の現在の入居者の状況についてお伺いします。

　

（２）　旧御津町の日暮住宅の河川改修について、どのように対処するのか。

（３）　旧町営住宅と旧豊川市の市営住宅の格差について、どのように認識しているのか。




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑤
	通 告
月 日
	８・２２
	通  告  者  名
	西　川　米　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　新市民病院建設について

　　　

　　市長が、６月１８日開催の新市民病院建設地検討委員会で、新市民病院建設候補地として「八幡地区」を表明以降、その周辺の住民の方々のご意見をお聞きするため、１１町内会で説明会が行われました。私も地域住民の一人として、蔵子二区の説明会に参加をいたしましたが、参加者が非常に多く、改めて新市民病院建設に関わる関心の高さを認識いたしました。説明会の状況と新市民病院建設に関わる課題についてお伺いいたします。

　（１）　住民説明会の状況について

　（２）　交通安全対策について

　（３）　名鉄八幡駅からのアクセスについて
　（４）　新設バス路線のお考えについて

　（５）　地盤調査及び土壌汚染について

２　休日夜間急病診療所について
市民の方が、診療所が開院していない休日や夜間において急病になった場合、休日夜間急病診療所に受診をされていると思いますが、現在の休日夜間急病診療所が開院された経緯と現状についてお伺いいたします。

３　看護師不足の対応について

看護師不足の問題は、わが国の深刻な課題でもあります。本市において、どのように対応されているのかお伺いいたします。


平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑥
	通 告
月 日
	８・２５
	通  告  者  名
	岩　倉　一　夫

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　都市公園の現状とスポーツ公園の整備について

　　都市公園は、自然との触れ合いを通じて、心身ともに豊かな人間形成に寄与するとともに、スポーツ・レクリエーションの場の提供、都市環境の改善、災害時における火災の延焼防止、避難場所及び救援活動の拠点など、多くの複合した機能を有する都市の根幹的な施設です。
また、山脇市長は、市長就任前から現在に至るまで、一貫してスポーツの盛んなまちづくりを目指し、スポーツを通じて地域の皆さんが活発な交流を行うことにより、豊川市を活性化させ、地域振興のためにも、大きな役割を果たすことを訴えておられます。
　　公園は、市民の交流の場、憩いの場、また市民のスポーツニーズに対応する場として、早期の整備が必要と考えております。
そこで、以下の点についてお伺いします。
（１）　本市における都市公園の現状について

（２）　スポーツ公園の工事の進捗状況について




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑦
	通 告
月 日
	８・２７
	通  告  者  名
	柳　田　通　夫

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　　旨
	１　戦略的な企業誘致活動の推進について

地方交付税改革の推進によって、我が豊川市は、交付税に頼らない財政基盤の構

築、つまり、さらなる自主財源の増加が求められている。

　　その具体策の一つである企業誘致策は、法人市民税、固定資産税、そして雇用拡
大がもたらす個人市民税など、大変魅力のある施策である。

　　しかし、この企業誘致策は、自治体の多くが、この施策を市政運営の安定的基盤
　の構築や起爆剤として考え、自治体間競争は激しさを増している。愛知県内では、
１５地区、２７１haの企業用地があり、特に東三河では、その内８地区１９７ha

（面積比７２％）を抱えている。

　　また一方、企業立地への進出を考える企業は、バブル経済の崩壊後の景気の低迷
や製造業を中心とする海外移転によって産業構造が変化して、この数は著しく落ち
込み、また、景気が回復基調にある昨年までにおいても、依然、低迷の気配である。
　　このように　需要と供給がアンバランスの背景の中で、我が豊川市も御津臨海地
区、そして現在、検討が進められている大木地区の工業用立地開発が存在するが、
企業誘致の先行きは不透明で厳しい情勢と予測する。

　　なおかつ、市税アップに貢献する優良企業を誘致するには、相当な戦略のもとで
　の誘致活動が必要であると考える。

そこで　以下の点について伺う。
（１）　現在の企業誘致情勢、誘致方針とこれまでの活動内容と課題

（２）　今後の誘致活動と具体的目標

（３）　推進のための組織体制について




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑧
	通 告
月 日
	８・２７
	通  告  者  名
	太　田　直　人

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　ボランティア活動の活性化策について

　　近年、全国的にさまざまな分野でのボランティア活動が、年々活発化してきていることは大変喜ばしいことと受け止めている。
この背景としては、日本全体がある意味で成熟化社会に入ってきたこと、地方分権の流れの中で地域住民の意識に変化が見られること、元気な高齢者の増加、そして団塊の世代の退職、そして地域社会への進出等、さまざまな要因が考えられると思います。

本市においても、生活活性課が主体となりボランティアや市民活動団体への支援、協働が進められるとともに、防犯や防災など新たな分野でのボランティア活動も立ち上がり、多くの市民が参加して安全安心のまちづくりの一翼を担っておられ、心強い限りである。
そこで、本市の多様な分野でのボランティアや市民活動の状況について、以下の点について伺います。

（１）　現状認識と評価について
（２）　今後の活性化策について
２　小・中学校の学校施設等の維持管理のあり方について

　　

　　市内の一部の小・中学校においては、グラウンドの草や生垣の刈り込み不足、また鉄棒等の遊具のさびなどが散見されていることを聞きます。学校教育の場だからこそ、児童の安全面、衛生面、あるいは美観の面からも適切に維持管理されるべきと考えます。

　　そこで、学校施設等の維持管理のあり方について、以下の点について伺います。

（１）　現状認識について
（２）　維持管理予算の総額について




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑨
	通 告
月 日
	８・２８
	通  告  者  名
	山　本　和　美

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発言の要旨
	１　名豊道路蒲郡バイパスの整備について

　　以下の点について伺う。

（１）　事業計画の進捗状況について

（２）　地域要望に対する対応について




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑩
	通 告
月 日
	８・２８
	通  告  者  名
	井　川　郁　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　発達障害について

　　自閉症、学習障害（ＬＤ）、注意欠陥・多動性障害（ＡＤＨＤ）、アスペルガー症候群など発達障害への対応が緊急の課題になっています。発達障害は、低年齢で現れることが多く、文部科学省の調査では、小中学校全体の６％に上る可能性があるとされています。
平成１７年４月より発達障害者支援法が施行されました。この法律には、国および地方公共団体の責務として、発達障害の早期発見や支援などについて必要な措置を講じるよう示されています。すべての子どもが、その子らしく成長し、障害がその子の個性といわれるようになってほしいものです。
そこで、本市における子どもの発達障害の現状と、支援について伺います。




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑪
	通 告
月 日
	８・２８
	通  告  者  名
	大　野　良　彦

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　地方公共団体財政健全化法の健全化判断比率について

（１）　地方公共団体財政健全化法は、平成１９年度決算で指標の公表と、２０年度決算で必要と判断されれば、財政健全化計画の策定を義務付けている。本年度公表される本市の指標の内容とその認識について伺う。

（２）　新市民病院建設事業の進展に伴い、当然のこととして公債費の増加が予想される。この増加が、健全化判断比率に与える影響とその推移の見込みについて伺う。

２　合併後の新市域を対象とした文化財、施設の有機的な活用計画について

（１）　一宮、音羽、御津との合併により市の所有する文化財、施設が一気に増加した。これら本市の固有の資産をどのように結びつけ、どのようにして有機的に活用していくかは、これからの本市の発展に大きな影響を与える課題であると考える。現状とその認識について伺う。

（２）　文化財、施設の有機的な活用については、教育部の生涯学習課、生活活性部の商工観光課のほかに建設部、企画部などが関与した広い視野と長期的な展望をもった大きな戦略の策定が必要と考える。平成２年、本市でサインデザインマニュアルの作成とサイン整備計画の策定が行われた。この計画の策定は、豊川市のアイデンティティの確立を目指し、全市域を視野に入れて行われた。合併を機に同様の計画の策定が必要と考える。この点についての認識を伺う。

（３）　国分尼寺などの既に活用されている施設への案内と、既に設置されていて破損などしている標識の整備について伺う。

３　東海・東南海地震などの大規模災害への備えについて

（１）　緊急地震速報について

（２）　避難所運営について

（３）　地域ボランティア支援本部、支部の運営について




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑫
	通 告
月 日
	８・２８
	通  告  者  名
	小　林　琢　生

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　保育所の給食について

　　
児童福祉施設最低基準の一部改正の内容と本市の対応について伺う。

　

　　（１）　児童福祉施設最低基準等の改正について

（２）　公立保育所における給食の外部搬入方式の容認事業について

　　（３）　本市の対応について

２　指定管理者制度について

　　
地方自治法第２４４条の２の改正で指定管理者制度が導入され、本市においても多くの施設を民間の事業者に管理運営を委任しているが、その状況について伺う。

　　（１）　指定管理者制度の状況について

　　（２）　情報公開について

　　（３）　個人情報について




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑬
	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	波多野　文　男

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　救急体制について

　　救急救命士法が、平成３年に制定され、救急隊員の行う応急処置の範囲が拡大されて救命率の向上が図られてきたところですが、救急出動件数は、年々増加し続け、現在では救急車５台体制で運用されています。今後も救急出動件数は、増加傾向にあると認識しています。

　　そこで、本市の救急体制について伺う。

　　

（１）　救急業務の実施状況について

　　（２）　救急車の配置状況について

　　（３）　救急車の現場到着時間について

２　御津臨海部の港湾事業について

　

　　御津臨海部の港湾関係の開発について、御津１区に－５．５ｍの埠頭、物揚げ場の整備、泊地のしゅんせつが今後行われると思うが、今後の整備の予定、また臨港道路や御津１区２区をつなぐ橋について、今後の整備計画などを聞きたい。

　　また、三河港御津地区の振興を進める上で、環境関係の施策や港や海に親しむ事業の考え方についてお聞きします。

　

　　（１）　港湾施設の整備計画の現状と今後の予定について

　　（２）　臨港道路東三河臨海線、特に御津１区２区間の橋について
　　（３）　三河港の環境対策と港や海に親しむ事業のあり方について



平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑭
	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	井　上　和　也

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　   　言　　   の　　 　　要　　  　旨
	１　鳥獣対策について
平成１９年の一般質問において、鳥獣被害対策について取り上げたが、猿やいのしし等の被害の報告が増えている。再度、取り組み等について伺う。

（１） 鳥獣被害に対する現在の取り組みと被害状況及び今後の対策について伺う。

２　花いっぱい運動について

本市の街路を見渡してみて、他市に比べて花の植栽が足りないように思える。

花が少なくなれば、すさんだ街との印象も多くなると思っている。　

（１）　花いっぱい運動の経緯について

（２）　遊休農地等の花の植え付けについて

３　環境問題について
本市は環境問題について積極的に取り組んでいると評価しているが、以下の事業については、取り組みは早かったが、すでにやめてしまっている。他市においては、いよいよ取り組み始めているところもあるが、今後とも続けていただきたい大事な事業と考えている。

（１）　生ゴミ処理機事業再開について

（２）　太陽光発電事業再開について

（３）  環境問題対策に対する、本市の総合的な対応について



平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑮
	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	今　泉　淳　乙

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　２つの合併後における本市のまちづくりについて
　　本市は、平成１８年２月一宮町、平成２０年１月音羽町、御津町と２度合併の受け入れをしてきました。

　　合併後２年余りが経ち、一体感の醸成へと向かっている地域、合併後日も浅く、戸惑いや不安の中速やかな一体感を計る地域となっているのが現状ではないでしょうか。
第５次総合計画では、一宮地域が組み込まれた中、総合計画が作成されましたが、音羽地域、御津地域は当然入っていません。市域も広域となり、山から海を持つ新市となっています。総合計画では、基本構想、基本計画、実施計画、まちづくりを達成するため６つの目標設定と表記しています。実施計画においては、３年計画の毎年度見直しによるローリング方式となっております。
　　また、愛知県都市計画の総見直しも行われると聞いています。
それらを踏まえて、合併後の本市のまちづくりの考え方について伺います。



平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑯
	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	牧　田　千枝子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　設楽ダム建設について

　　川は落ち葉が流れたり、土砂が流れたり、あるいは魚がのぼっていったり、下っていったりする。その物質循環を川は支えている。それをダムは遮断してしまう。

　　そこで、次の点について伺う。

　（１）　財政破綻を招くダム建設。市も多額の負担金を支出することになるが、このつけを誰が払うのか。
　（２）　治水にダムは必要か。治水計画はどのように作るのか。
　（３）　ダムで洪水被害は防げるのか。ダムではなく河道整備が必要ではないか。

　（４）　豊川用水はどのくらい供給できるのか。２億７，０００万トンしか使っていないのではないか。

　（５）　ダムは環境を破壊する。砂等の堆積物により、ダムを撤去する時が来るのではないか。　




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑰
	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	中　村　直　巳

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　本市における、姉妹都市・友好都市に代表される「都市間連携」について
　　豊川市も、残す小坂井町との合併も既定の路線になり、いよいよ１８万人都市として形だけは整ったと考える。海と山と川の大自然と、豊川稲荷をはじめとする歴史的観光資源、そしてほぼ日本の中央に位置する地理的条件を背景に、都市間競争に勝ち残っていかなければならない。そのためには、都市に魅力を持たせ、市民を含めた「世間」にアピールしていかなければならないと考える。都市の魅力には様々あるが、今回「都市間連携」について伺う。

　　都市間連携は、地方分権が進む中、ますます重要になっていくと考える。しかしながら本市においては、遅々として進んでいないように思われる。

　　そこでまず、県内都市の「姉妹都市」、「友好都市」の提携状態について、国内と国外についての状況を伺う。



平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑱
	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	高　橋　智　之

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　大規模災害に備えて

（１）　いつおきても不思議でないといわれる「東海・東南海地震」その備えについては、本市では万全を期すべく努力がなされていることは理解している。
　　　　　そこで、防災訓練の中でも想定され訓練されているものと思うが、災害発生後に最も重要と思われる市民への情報伝達方法として、防災無線が活用されると思う。どのように対応されているのか伺う。

（２）　今年の２月に地震発生１年を迎えた輪島市を、７月には長岡市を訪問し、発生時の行政の対応と復興状況について研修した。市独自の訓練の重要性など、多くの利点や問題点を伺うことが出来た。
　その中から、相互扶助の観点から「災害時相互応援協定（仮名）」を結んだ市はあるのか。また、本市及び近隣市の状況と、本市の考え方について伺う。
２　本市のバランスシートと公表について
（１）　バランスシートとは、『会社の資産状況を示した財務諸表のことで、貸借対照表とも言う。左右に分けて資産状況を記述する形になっており、左には「資産」の内訳を、右には資金の調達の内訳、つまり「負債」と「資本」の内訳を書く。こうすると、どのように資金が調達されていて、会社として、その資金をどのように活用しているのかが分かる。「資産」から「負債」を差し引いた部分を株主資本という。株主資本は、自己資本とか純資産という呼び方もするが、バランスシートにおいては、単に「資本」という言い方をする。
「資産－負債」という計算により「資本」を算出するために、必ず資産＝負債＋資本という関係が成り立つようになっている。つまり、バランスシートの左右の合計額は同じになる、つまり、バランスしている。そのためにバランスシートという。』とある。
複式簿記を学んできた人にしてみれば、最も理解しやすい会計手法であるが、この方式を公共団体が使用するとなると、規制や約束事が必要となってくるようである。
そこで、作成の経緯と活用法ついて伺う。



平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑲
	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	冨　田　　潤

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　　旨
	１　山脇市長のマニフェストについて

本年３月に山脇市長のマニフェストの工程計画が発表され、４年の任期中に「何を」、「いつまでに」、「どれだけの費用をかけて」やるのかを示されました。
そこで伺います。
（１）　工程計画の自己評価について
①　自己評価を出すつもりはあるのか
２　本市の健康施策について
（１）　たばこの健康被害について
①　たばこの人体への影響は、どのようなものがあると認識しているか
②　たばこのメリットとデメリットは、どのように認識しているか
（２）　受動喫煙対策について
①　たばこの受動喫煙に対する本市の対応は
②　公共施設の敷地内禁煙について、どのようにお考えか
③　施設を敷地内禁煙に変更する費用は、どのくらいかかるのか
④　本市のたばこの受動喫煙対策の今後の方向性は
（３）　たばこを辞めたい人を支援する体制について
①　たばこを辞めたい人を支援する体制は
②　市民病院に禁煙外来の設置の可能性は



平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑳
	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	川　上　陽　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　生活環境整備について

新市民病院建設地検討委員会において、新市民病院建設候補地に取り上げられた八幡、野口地区は、西に河津桜が植栽された西古瀬川、東に蛍舞う白川、そして、史跡国分寺・国分尼寺天平の里公園をもつ緑多き閑静な地域である。
しかし先日、コニカミノルタ三河サイト西地区の土壌と地下水から、環境基準を上回る有害物質が検出されたとの報道に接し、地域住民の生活環境が心配されます。そこで、伺います。

　（１）　コニカミノルタ三河サイト西地区の有害物質検出にともなう環境被害状況について

　（２）　新市民病院建設候補地に関連する下水道整備について




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）㉑
	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	美　馬　ゆきえ

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　旨
	以下の点について伺う。

１　大木地区企業立地について

　　

　（１）　地域との調整など少々手間取っているように感じるが、進捗の状況を伺う。

　（２）　市長の本事業に対する基本的な考え方を伺う。

２　一宮地区の合併後のまちづくりと今後の合併について

　

（1） 　旧一宮町が豊川市に編入合併して、２年半が経過した。当時、一宮町に軸足を置いた合併と評価され、特に１０年間で１００億円と試算された普通建設事業費には、大方の住民が大きな期待とともに、豊川市に感謝の念さえ持った。

　合併後も何かとご配慮頂いていることを承知の上で、あえてこの際、合併後の実績と今後の見通しについて伺う。

（2） 　去る８月４日の新聞紙上で、小坂井町が水道事業で１０年以上にわたり不適切な会計処理をしてきたことが大きく報じられた。

　小坂井町は、すでに本市に合併協議を申し入れており、今後の作業に影響はないか。

３　市域全体の循環バスに関する取り組み状況について

　

（１）　現在、本市では合併により引き継がれたコミュニティーバス、福祉乗り合いタクシーなどが、これまでどおりの運行を行っており、市域全体を考えた公共交通としては、まことに不便なものである。

　　　　　市としても検討中であると思うが、現在の状況を伺う。




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）㉒-1

	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	安　間　寛　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　高齢者の医療費負担軽減について

　限られた年金で暮らす高齢者への医療費軽減は必要と考える。
７５歳以上の医療費無料化の実現を求める。その考えを伺う。

２　巡回バスの早期運行について

（1） 　現在までの検討内容と今後の計画について伺う。

ルート作成、試行運転時期など、具体的に伺いたい。

（2） 　新市民病院開院時期を待たず、一刻も早い中心市街地と周辺地域をむすぶ、低料金のバスを運行する考えについて伺う。

３　地球温暖化防止対策について

　

（1） 　地球温暖化条例の制定をし、条例には、小規模、大規模事業所（企業）からの排出抑制について、推進するための必要な措置をもりこむことについて伺う。

（2） 　市民の取り組みとして、「エコチャレンジファミリー認定事業」などの考えを伺う。

（3） 　担当職員を増やすなど、体制を強化することについて伺う。

４　大木区画整理事業について

（1） 　「平均減歩率２０％」の約束は守られることを確認する。

（2） 　雨水対策は、区画整理事業と切りはなし早急に行うべき。その考えを伺う。

５　一宮南部小学校区の児童クラブ設置について

　　一宮南部小学校の児童クラブ設置の要望が、保護者から出されている。早急に設置を求めるが、今後の計画、考えを伺う。




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）㉒-２

	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	安　間　寛　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	６　大木小牧地区の企業用地開発について

　（１）　現在までの状況、事業主体など決定されたこと、今後の計画について伺う。

　（２）　総事業費はいくらか。

　（３）　今後の計画にどのような見通しをもっているのか。事業縮小への計画の変更、見直し、当面凍結を求めるが、考えを伺う。

７　「国の雇用促進住宅全廃」の問題について

　　国は、「特殊法人改革」の中で、「天下り」や「ムダ遣い」と雇用促進住宅を一緒にして、平成３３年度までのできるだけ早期に全廃することを決定。入居者退去の方針を決め、すでに一部で実行しつつある。

（1） 　市内の「小田渕」、「豊川（明野）」住宅への廃止決定等についての現在の状況を伺う。

　（２）　市は、どう受けとめているのか。国に中止を求める考え、また２つの住宅の買い上げ等、必要であると考えるが、この問題についての考えを伺う。




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）㉓
	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	佐　藤　郁　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　新市民病院の建設予定地をスズキ工場用地とする問題点と市民病院改革プラン作成、医師・看護師確保の現状と課題について

　　

　　新市民病院建設をめぐり、建設予定地をスズキ工場用地とし、住民説明会などを行ってきている状況ですが、以下、現状、問題点、課題等について伺います。

（１）　市民病院の建設予定地をスズキ豊川工場とした場合、環境問題が懸念されている。塗料、溶融材等の危険物の保存状況について、また大気や土壌等の汚染に関わる数値の現況について

　（２）　廃止を予定している都市計画道路の代替道路の計画内容について

　（３）　㈱スズキ自動車の豊川工場の今後の方針について

　（４）　市民病院改革プラン等に関わって
　　　　①　経営形態の見直しで、地方公営企業法全部適用、地方独立行政法人化のメリット、デメリット

　　　　②　１００床増床、５００床にすることについての認識と課題について

　（５）　医師・看護師確保の現状と課題

２　国保料の値下げ、減免制度の創設等の考えについて

　

　（１）　生活保護基準並の低所得者はじめ、市民の生活が一層大変になってきている、その認識について

　（２）　平成２０年度国保料を抑えるために、平成１９年度繰越金などを使っていると思うが、どのような状況か。

　（３）　「誰もが納められる国保料」をめざし、値下げ・減免制度の創設について、どのように考えるか。

３　介護保険'０９年度改定にむけての考え方について

　

　（１）　介護保険'０９年度改定の「見直し」の動向、概要について

（２）　保険料、利用料の抑制、減免制度の充実の考えについて

（３）　軽度認定者の独自上乗せサービス等の考えについて




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）㉔
	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	藤　原　宏　樹

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　文化振興施策について

　　市長の施策の柱の一つに文化のまちづくりがあります。私も、人が住みたいと思
　う要素に地域の文化性の高さがあると思います。そこで、市民が文化性の高さを感
　じるためには、身近なところで多様な文化に触れる機会を多く作ることが必要だと
考えます。

　また、昨年の１２月議会の私の一般質問に対し市長は、文化のまちづくりを進め
ていくためには、市民の多様な文化に触れることが重要であり、この観点から、
文化施設の有効活用を検討してまいりたい。

　そして、合併により施設が増えるので、これを機会に、それぞれの文化施設で実
施している自主文化事業、ロビーコンサートなどの事業内容を精査し、施設の特徴
などを考慮しながら、その施設にあった事業を検討し、施設間の連携を図りながら

市独自事業など、新たな事業への取り組みを検討すると答弁されました。

　そこで、これらの答弁を踏まえ伺います。

　　

　（１）　市内における文化施設の現状について

　（２）　本市における文化事業への取り組みについて　




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）㉕
	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	大　嶽　理　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　保育サービス等の子育てを支える社会的基盤の整備等について

　　

　（１）　保育サービスについての国の最近の動向と本市での取り組みについて

　（２）　認可保育所と認可外保育所の違いと認可外施設についての市の対応と考え

　　　　は

　（３）　児童クラブの役割と、学校、児童館等各機関との連携について市の考えは

２　放課後の子どもたちの健やかな育成支援について

　

　（１）　放課後子どもプランについて、国の動向、本市の実施状況について

　（２）　児童クラブとの連携についての考えは

　（３）　今後の方向性について　　




平成２０年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）㉖
	通 告
月 日
	８・２９
	通  告  者  名
	鈴　川　智　彦

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　野路工業団地の経緯と現状及び新市民病院建設候補地（八幡地区）の検証につい
　て

　　市長は、６月１８日の新市民病院建設地検討委員会において新市民病院建設候補
　地として、愛知県により開発され、スズキ、日立製作所という日本を代表する企業
　が操業中である野路工業団地のうち、スズキ所有地の一部「八幡地区」を表明され

　ました。

　しかし、スズキの売却条件として、市民共有の財産である都市計画道路蔵子線の
廃道、工場周辺での代替用地の確保などが示されていると聞いています。また、市
民病院を建設するためには、現行の用途地域である工業専用地域の変更も必要であ
るとも聞いています。

　このような大きな課題のある「八幡地区」について、住民の皆様の意見を伺う説
明会が、先月末までに周辺の１１町内を対象に行われました。私も、桜町連区選出
の議員として、蔵子一区をはじめ５町内の説明会に参加し、連区の皆様の意見に耳
を傾けさせていただきました。
私の印象として、大多数の方は市民病院そのものの立地については概ね好意的で
すが、立地に伴う交通量の増加、蔵子線廃道に伴う交通の変化について大変な不安
を抱いています。また、代替用地について、スズキの工場に隣接する農地に決まっ

たような風評が流れています。もし、それが決定でなければ、このような風評は一刻も早く打ち消さなければなりません。

　そこで、１１町内で行われた住民説明会をふまえ、都市計画道路蔵子線の廃道を

はじめとする大きな課題について、どのような考えでもって「八幡地区」での事業

を推進していかれるのかお伺いします。

　（１）　野路工業団地の経緯と現状について

　（２）　住民説明会の状況とその対応について

　（３）　スズキの売却条件と交渉の状況について

　（４）　都市計画道路蔵子線の廃道をはじめとする都市計画の課題について

（５）　９月末までに候補地を決定する判断基準について
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